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1. 情報過多な20世紀後半 の教育方法の課題 として教

育 工学導入 が今 日的な問題 として クローズアップ されて

来 た。 わたくしは過去 ３年 間この課題 と取組ん だ結果，

授 業システ ムの創造に結論 を得 た。つま り効率の高い教

育 工学導入に より，児童生徒 の能力にあ わせな がら，情

報 伝達の確実な把握および確認・お よび創造性の育成を

意 図し たシステ ムの開発 が今後家庭科学習 により多 く活

用 研究 されな くてはな らないこ とを発見し た。

2. い ずれも小学校5,6 年における調理単元において

昭 和42年より43年，44年 と２ヵ年を教育機器を導入し た

シ ート学習を核に, Over head projecter やコン セプト

フイル ム，ビデ オな どを併用しつつ，実践してき たが，

２回研究授業 のた
年 度当初よ り共 同研究の形態で研究全般について進

めて来 た。つ まり，プ ログラミン グ，機器展開，使用に

つ いての検討 を通して，第 ３回は授業システムへの確立

をめざして，き めのこまかな構成を計画した。

3. この実証は来る ９月中旬目黒区立鷹番小におい て

授 業研究をおこない，なお詳細は授業分析を通して，そ

の結果を10月13 日第２回シート研究会家庭科研究会に発

表 の予 定である。


